
令和２年４月１４日 

 

 

しっかりと過ごしましょう!! 

学校が再開し、新年度がスタートしてわずか６日登校しただけで、再度明日から 5 月 6 日(水)ま

で臨時休業となりました。新型コロナウィルスの感染拡大は今なお続き、それだけ深刻な状況にあ

ります。皆さんもそんな状況であることをしっかりと受け止め、これからの３週間を過ごしてください。 

「コロナに負けない」というのは、感染しないということだけではなく、このような状況のなかでも自

分のやるべきことにしっかりと取り組み、きちんと過ごすということです。 

 

臨時休業中は、 

学習する場所が、学校でなく家庭になったということ。 

授業形態でなく、自主学習形態になったということ。 

学習するということがなくなったわけではありません。 

授業日と同じように過ごし、同じように学習をすること。 
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※休日は、３時間（学年＋1 時間）以上学習する。 

＜ ２ 学 年 登 校 日 ＞ 

期  日 文系クラス（１，２，３組） 理系クラス（４，５組） 

４月２１日（火） 午前８時３０分 集合  

（２時間程度） 

午後 １時３０分 集合 

（２時間程度） ４月２８日（火） 

・毎日検温し、体調の管理に最大限に留意してください。（検温結果は記録する） 

・上記の登校日に、学習取り組み状況を確認します。教科によっては小テストを実施します。 

・ホームページやＣｌａｓｓｉを通じて情報を発信する場合があるので、毎日確認してください。 

・英語検定を申し込む人は、4 月 21 日（火）に受験料を添えて申し込んでください。 

 ２ 学 年 だ よ り 第２号 

制服に着替え、スマホはしまう。 

（気持ちを学習モードにする） 

毎日、Classiの「学習記録」

を入力すること。 



学 習 課 題 一 覧 表 

（４月１５日（水）～４月２０日（月）分） 

科 目 学 年 共 通 

現 代 文 Ｂ 
「リード現代文 2 基本」 p.８～p.１９ （随想３～漢字・語句のトレーニング１） 

＊自分で解き、丸付け・訂正をする。１日見開き２ページ解くと終わる。 

古 典 Ｂ 
表面「敬語」のプリント・裏面「これも仁和寺の法師」 

＊解答は無し。教科書・辞書・みる単など使い解いてくる。後日、答え合わせ。 

地 理 Ｂ 
（１）『白地図作業帳』（『地理資料』の別冊）のＰ．２～Ｐ．４（表紙に記名せよ） 

（２）プリント（小千谷に関する調べ学習＆作業） 

数 学 Ⅱ 

（１）授業プリント（教科書 p26～p31 不等式の証明）を使い学習する。また、そ

の範囲の教科書の問題や３ＴＲＩＡＬの問題をノートに解く。 

（２）週末課題（4/18,19 分） ※小テストを実施します。 

（３）プレウィナー数学Ⅰ・A を 1 日 1 ページ以上解く。 

化 学 基 礎 

教科書ｐ２２～２７までをノートにまとめる。ドリル（物質の構成・物資と化学結

合）ｐ２～５をノートに解答し自己採点。ベストヒットＰ６～ｐ９までをノートに解答

し自己採点。ノートは休み明けの授業で提出。プリント１枚 4/21 提出 

コ ミ ュ 英 Ⅱ 
教科書（予習・完成ノート、ワークブック）、フレーズ３０００、リスニングラボラトリ

ー、速読、ブロッサム等の課題があります。詳細はプリント参照。 

英 表 Ⅱ 
英語表現Ⅰ教科書（プリント）、英語表現Ⅱ（教科書、プリント、ワークブック）、 

Engage 等の課題があります。詳細はプリント参照。 

そ の 他 
「学習取り組み状況記録表」に毎日の学習取り組み状況および検温結果を記

入する。 

科 目 文  系 理  系 

日 本 史 Ｂ 
教科書を見て、プリント№４№５、10 分

間テスト１を回答すること。 

 

世界史探究 
プリント問題両面。特に表面を頑張っ

て仕上げること。 

 

物 理 
 4/14 配付プリント２枚  1   2   3  

を丸付けして提出 

生 物 
 4/14 配付プリント 1 枚両面 

丸付けして提出 

２１日（火）の登校日に学習状況を確認しますので、忘れずに持参してください。 

取り組み状況は成績に反映されます。 

 

今日の成果は過去の努力の結果であり、 

未来はこれからの努力で決まる。  
by 稲盛 和夫（京セラ・第二電電（現・KDDI）創業者） 


